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－はじめに－ 

 火山からの SO2 放出量の測定には 1970 年代より紫外線相関スペクトロメター（COSPEC）が使用されてきた．

2000 年代に入り，小型の紫外線分光計を用いた SO2 放出量測定器がいくつかのグループにより開発され，火山で

の測定が報告されている．我々も同様な小型 SO2 放出量測定装置を試作し，2003 年度から国内の火山に於いて試

験測定を行ってきた．噴煙中の SO2 カラム量の測定原理としては DOAS 法（Differential Optical Absorption 

Spectroscopy）を採用しており，我々はこの小型 SO2 放出量測定器を'DOAS'と呼称している． 

 DOAS を用いた測定方法にも COSPEC 同様にパニング法とトラバース法がある．特にトラバース測定の際には，

測定用の PC に GPS を取り付け，位置情報も同時に記録できるようになった．さらに，DOAS のサイズが小さく軽量

となったため，山頂火口まで容易に運搬でき，火口周縁を歩いてのトラバース測定も可能となった． 

 本報告では，DOAS の特性を生かして観測した九州の火山（阿蘇・諏訪之瀬島・桜島）における SO2 の放出量

及び火山ガス放出量の時間変化の観測結果を示すとともに，火山活動との関係を議論する． 

 

－阿蘇山－ 

 阿蘇中岳では 2003 年 7 月 10 日と 2004 年 1 月 14 日に水蒸気爆発（土砂噴出）が発生した．我々は 2003 年 10

月以降に DOAS による SO2 放出量の見積もりを行っている．2004 年 1 月末現在まで，トラバース法（第３火口，南

阿蘇測線）とパンニング法（白水村）による観測を計７回行った．その結果，日量で約 500ton の SO2 が放出され

ていることが明らかになった．観測した４ヶ月間で多少の変動はある物の，SO2 の放出量は安定している．一方で，

2 回の水蒸気爆発によって放出された火山灰中の Cl/SO4 モル比は，火山活動が活発化する傾向を示し，火口内の

温度も上昇傾向にある．今後，SO2 放出量の観測を続けることで，火山活動の変化と放出量の関係を明らかにして

いく． 

 

－諏訪之瀬島－ 

 諏訪之瀬島は，2000 年 12 月にこれまで噴火が発生していた山頂火口内の中央火砕丘の外側に新しい火孔を形

成して噴火活動を再開し，現在まで 2～3 週間の間隔で噴火活動を繰り返している．諏訪之瀬島は火口へのアプロー

チが厳しく，総重量の重い COSPEC での観測は不可能であった．そこで，DOAS を使用することによって，諏訪之瀬

島火口から放出される SO2 の放出量を計測した．その結果，日量で約 1000ton の SO2 が放出されていることが明ら

かになった． 

 さらに，火口近傍に持ち込んだ DOAS によって，噴煙中に含まれる SO2 濃度の時間変化を観測した．観測の結

果，長期的なトレンドで濃度が変化していることが明らかになった．しかし，観測した２日の波形には異なる特徴

があり，11/14 の観測データには短周期的な変動が大きく見られたが，11/8 の観測データにはそのような特徴はな

かった．これらの変動と噴火活動との関連を，地震・傾斜計のデータとの比較から議論を行い，SO2 濃度の時間変

化の観測が噴火活動の新たな指標となりうるか検討を加える． 

 

－桜島－ 

 桜島における DOAS を用いた SO2 放出量の観測は 2003 年 8 月以降行われており，日量で約 1000ton の SO2 が

放出されていることが明らかになった．現在の桜島の火山活動は低く，爆発的噴火も月に数回程度しかない．過去

の COSPEC による観測では日量 2000～5000ton の SO2 の放出が報告されており，SO2 の放出量からも，現在の火山

活動度が低いレベルであることが明らかである． 

 


